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子ども議会を通して

～保護者からの感想～
・とてもいい経験になったと思います　　・はっきり発言出来て頼もしく感じました

（子ども議員の皆さんにアンケートをとりました）

採　決

［議員からの感想］
　今回のテーマ、「宿題を課すことを禁止する条例」という子どもにとって
は嬉しいであろう議案に対し、否決という結果に正直驚きました。
　自己学習が上手くできないという不安感を口にした子ども議員が多かったことは、
宿題を無くすことによる学力の低下に対する危機感のあらわれではないかと思います。

＼想いよ！届け！子ども議会！／
　多久市内の義務教育学校６年生が議員役を務め「子ども議会」を１月26日に多久市
議会議事堂で開催しました。架空の条例案を巡って７人の子ども議員全員が、自分の
意見を主張し、真剣な討論が行われました。

多久市内義務教育学校に通う児童生徒に対し宿題を課すことを禁止する条例

【子ども議会の感想】
　・すごく緊張したけど、自分の意見をはきはき言えて良かった。
　・質問したときに回答された人が何を言っているのか
　　  あまりわからなかった。でも楽しかった。
　・皆さん具体的に発言していて、すごいなぁと思いました。
　・とても緊張しました。だけどとても貴重な体験でした。

宿題を無くすことで友達と遊ぶ時間ができ、健康になり
友達と仲良くなれるから

・自分で進んで学習しない
・子どもの責任にするには厳しい
・自分で勉強するのが苦手な人がいる
・宿題を選択制にしては？
・先生、親に負担をかける
・学力が低下したら親に塾に連れていかれる

議案甲第１号

～質問一覧～

提案理由

　本来「学び」とは、自身で学力の向上を目指すものであり、他人が強制す
るものではない。本条例は、市内義務教育学校に通う児童生徒に対して宿
題を課すことを禁止し、学びは自己責任であることを自覚させ、児童生徒
の自立心を育むことにより、学力向上を目指すことを目的とする。

賛成討論

反対討論

　今回提案された議案は採決により、

賛成１／反対６　で 否決されました

市は学力向上を目指しているのに宿題を無くしたら、学力が低下するのではないか？

下校時間が遅くなる児童のため、スクールバス
など利用できないか？

家庭の中で課題を出す保護者に対しての制限は？

ドリルの教材費など多久市で負担してくれるのか？

宿題に代わる取り決めは？

親が忙しいところは大変ではないか？

週３日の学びの場の決め方は？

習い事がある人は参加できないのではないか？

今の学習を親が分からないのではないか？

【もし議員になったら何をしたいか】
　・少数派の人たちの意見が尊重されるような社会にしたい。
　・多久をもっと明るくしたい。
　・学校や施設をもっと良くしたい。
　・緊張せず、みんなに納得してもらえるような人になる。
　・今はわからないけど、少しくらい良いほうに傾けたい。
　・多久の道をきれいにする。
　・議長席に座ってみたい。

授業時間が増えたり、休み時間、夏休みが減ったりしないか？

★週３日の放課後「学びの場」の提供について

★保護者の責任について

多久市議会だより  No.64多久市議会だより  No.64 2



子ども議会を通して

～保護者からの感想～
・とてもいい経験になったと思います　　・はっきり発言出来て頼もしく感じました

（子ども議員の皆さんにアンケートをとりました）

採　決

［議員からの感想］
　今回のテーマ、「宿題を課すことを禁止する条例」という子どもにとって
は嬉しいであろう議案に対し、否決という結果に正直驚きました。
　自己学習が上手くできないという不安感を口にした子ども議員が多かったことは、
宿題を無くすことによる学力の低下に対する危機感のあらわれではないかと思います。

＼想いよ！届け！子ども議会！／
　多久市内の義務教育学校６年生が議員役を務め「子ども議会」を１月26日に多久市
議会議事堂で開催しました。架空の条例案を巡って７人の子ども議員全員が、自分の
意見を主張し、真剣な討論が行われました。

多久市内義務教育学校に通う児童生徒に対し宿題を課すことを禁止する条例

【子ども議会の感想】
　・すごく緊張したけど、自分の意見をはきはき言えて良かった。
　・質問したときに回答された人が何を言っているのか
　　  あまりわからなかった。でも楽しかった。
　・皆さん具体的に発言していて、すごいなぁと思いました。
　・とても緊張しました。だけどとても貴重な体験でした。

宿題を無くすことで友達と遊ぶ時間ができ、健康になり
友達と仲良くなれるから

・自分で進んで学習しない
・子どもの責任にするには厳しい
・自分で勉強するのが苦手な人がいる
・宿題を選択制にしては？
・先生、親に負担をかける
・学力が低下したら親に塾に連れていかれる

議案甲第１号

～質問一覧～

提案理由

　本来「学び」とは、自身で学力の向上を目指すものであり、他人が強制す
るものではない。本条例は、市内義務教育学校に通う児童生徒に対して宿
題を課すことを禁止し、学びは自己責任であることを自覚させ、児童生徒
の自立心を育むことにより、学力向上を目指すことを目的とする。

賛成討論

反対討論

　今回提案された議案は採決により、

賛成１／反対６　で 否決されました

市は学力向上を目指しているのに宿題を無くしたら、学力が低下するのではないか？

下校時間が遅くなる児童のため、スクールバス
など利用できないか？

家庭の中で課題を出す保護者に対しての制限は？

ドリルの教材費など多久市で負担してくれるのか？

宿題に代わる取り決めは？

親が忙しいところは大変ではないか？

週３日の学びの場の決め方は？

習い事がある人は参加できないのではないか？

今の学習を親が分からないのではないか？

【もし議員になったら何をしたいか】
　・少数派の人たちの意見が尊重されるような社会にしたい。
　・多久をもっと明るくしたい。
　・学校や施設をもっと良くしたい。
　・緊張せず、みんなに納得してもらえるような人になる。
　・今はわからないけど、少しくらい良いほうに傾けたい。
　・多久の道をきれいにする。
　・議長席に座ってみたい。

授業時間が増えたり、休み時間、夏休みが減ったりしないか？

★週３日の放課後「学びの場」の提供について

★保護者の責任について
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　令和 ７ 年 ３ 月市議会定例会は、 ３ 月 ４ 日から2４日まで（会期21日間）開かれました。今回は ８
人の議員が市政一般に対する質問を行い、議案や予算などについて審議を行いました。
　市長から提出されました議案３３件（条例15件、予算1４件、その他 ４ 件）について審議し、いず
れも原案どおり可決しました。また、議員提出の議案１件を可決しました。
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月
定
例
会
の
主
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議
案

指定ごみ袋 現行

　
➡︎

改正後
可燃ごみ袋（大）※１袋当たり 40円 45円

可燃ごみ袋（中）※１袋当たり 30円 35円

可燃ごみ袋（小）※１袋当たり 15円 20円

不燃ごみ袋（大）※１袋当たり 30円 35円

不燃ごみ袋（小）※１袋当たり 15円 20円

証紙　※１枚当たり 30円 40円
※リサイクル袋（大30円／枚・小15円／枚）は現行のまま

自己搬入による処分（家庭系） 現行

　
➡︎

改正後
100kgまで 400円 500円
100kgを超え150kgまで 450円 削除
150kgを超える部分50kgにつき 150円 削除
100kgを超える部分50kgにつき ー 250円
粗大ごみ解体手数料 700円 1,000円

自己搬入（事業系）・一般廃棄物処理業者搬入による処分 現行

　
➡︎

改正後
100kgまで 770円 1,000円
100kgを超え150kgまで 990円 削除
150kgを超える部分50kgにつき 500円 削除
100kgを超える部分50kgにつき ー 500円

犬、猫などの死体処理手数料 現行 　
➡︎

改正後
１体につき 400円 500円
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　多久市議会では今回の職員逮捕・起訴を受けて、市議会としても事の重大性に鑑み令和
７年３月2４日に「官製談合事件の検証と再発防止を求める決議」を可決しました。

決議第１号
　令和７年２月１８日、多久市発注の「令和４年度庭球場照明設備改修工事」
をめぐり当時の現職課長が逮捕され、３月１１日に略式起訴された事実につ
いては、多久市民に大きな衝撃を与え、市政に対する信頼を著しく失墜さ
せる事態となった。
　議会は二元代表制の一翼を担い、市政を監視する立場であり、この事態
を深刻に受け止めている。改めて議会としての役割と責任を感じるととも
に、議員一人一人が責任の重さを自覚し、市民の負託に応えて参ります。
　二度とこのような不祥事を繰り返すことの無いよう、市長をはじめとす
る職員が一層高い意識をもって原因を検証し、情報の管理体制の見直しと
入札の公平性確保のための対策強化を確実に行うことで、再発防止の徹底
を図るとともに、組織を挙げて服務規律の確保と公務員倫理の確立に努め、
市民の信頼回復に向けて取り組むよう強く求めるものである。
以上、決議する。
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官製談合防止法違反による市職員逮捕を
受けた市議会の対応について
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議案質疑議案質疑

渡島　幸司
■�ウォールアート推進事業補
助金250万円について

Ｑ   この事業の詳細は。
Ａ   景観の向上や交流人口の増加、定住促進につなげるこ

とを目的とし、市が一般社団法人たく21に補助金とし
て250万円を交付し、同額の250万円を実施主体である
一般社団法人たく21が負担し、合計500万円をアート
の製作や補修費用に充てるものです。

Ｑ   経済効果は。
Ａ   アーティストが一定期間滞在

し、アートを制作するため、令
和 ６ 年度は100泊以上の滞在が
あり、滞在期間中は市内の飲食店を御利用いただいて
います。

Ｑ   地域が活性化するような仕掛けなどは。
Ａ   グッズや飲食メニューの開発、ウォールアートを周

遊することで飲食や施設などをお得に利用できる
クーポン券など、多久市の魅力を感じていただき、
定住いただけるよう考えています。

田渕　　厚
■�中山間地ルネッサンス推進
補助金997万6千円について

Ｑ   事業の内容と目的と課題解決がどう図られるのか。
Ａ   国の 3 年間の事業で、中山間地域の営農と、所得確

保の取り組みの創出が目的で、西多久町の中山間
地で取り組みます。西多久町は高齢化率が高く、農
業の担い手不足で耕作放棄地が進んでいます。そう
した課題にイノシシ肉を使ったペットフード、農産
物のECサイトを利用した販売、体験型観光ツーリ
ズム、ドローンを重労働に活用する実証実験を行い
ます。

Ｑ   この事業を地域でどう反映させるのか、また、この
事業は 3年間とあるが、その後はどうなるのか。

Ａ   どう反映させるかは、西多久テラス合同会社、西多
久町を考える会、幡船の里など参加頂き、西多久テ
ラスぷらす協議会を設立し、意識の共有を図る計画
です。 3 年後は県や市が入って、他の事業の施策を
考えていきたいと思います。

鷲﨑　義彦
■�寄贈図書の有効活用に係る
経費751万4千円について

Ｑ   事業の詳細、目的、見込まれる効果は。
Ａ   旧東部校に保管されている滝口康彦氏、細川章氏から

寄贈された図書や歴史資料などを、多くの市民に見て
触れることのできる機会となるよう、整備を行うもの
です。見込まれる効果は、細川氏、滝口氏の偉大な功
績を再認識いただけると考えています。

Ｑ   東原庠舎西渓校西図書室の運営形態は。
Ａ   開館時間、日数などは今後検討していきたい。開館

時の閲覧の立会いなどは西渓校の学校司書で行いた
いと考えています。

Ｑ   今回の事業が蔵書や資料の保管場所移転に終わるこ
となく、市民などの皆さんから取り組んでもらって
よかったというような効果あるものとなるよう切望
します。

Ａ   文化的価値がある資料や蔵書を見て触れていただく
ことで、両者の功績を再認識していただきたいと考
えています。

提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること

香月　正則
■�グリーンパークの利便性の
向上について

Ｑ   グリーンパーク利用者の利便性の向上を図るための
改正内容は。

Ａ   施設を通常使用料金よりもお得
に利用できる施設利用券、回数
券、年間パスポート券を発行で
きるようにするものです。

Ｑ   設置の目的に市民のスポーツの振興や交流の促進、
地域の活性化を図るためとあるが今回の改正でその
目的を達成できるか。

Ａ   今回の改正による回数券、年間パスポート券の導入
は、お得に利用できリピーターと新規利用者の開拓
を行い、施設の利用促進につなげていくための一つ
の手段として考えています。

Ｑ   民間運営や抜本的な手法変更が必要と思いますが、
民間委託など検討をされたのか。

Ａ   今回は民間運営の委託の部分などを含めての検討は
行っておりません。
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一般質問一覧表一般質問一覧表
多久の

気になる

課題

彌冨　博幸�議員
『公共施設の現状と今後の計画について』

『子育て支援について』
『市政について』

尾形　武史�議員
『多久市公営住宅長寿命化計画について』

市丸　勝義�議員
『道路等における陥没について』
『チョイソコたくについて』

『介護・福祉・保育における人材の確保について』

小川　三郎�議員
『多久市のデジタル化の取組について』
『熱中症対策クーリングシェルターについて』

『家庭学習とICT活用について』

千北　政利�議員
『多久市の都市計画の状況について』
『公立佐賀中央病院周辺の開発の状況について』
『多久市における下水道事業の計画について』

古賀　公彦�議員
『多久市立病院跡地・跡施設について』
『買い物支援について』

廣橋　時則�議員
『観光について』
『市長の28年間の市政運営について』

坂口　絹代�議員
『帯状疱疹ワクチンについて』
『 5歳児健診について』
『0歳児から 2歳児までの保育料無償化について』
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一般質問
公
立
佐
賀
中
央
病
院
周
辺
の
開
発

の
状
況
に
つ
い
て

千
北　
公
立
佐
賀
中
央
病
院
へ
の
交
通
手

段
に
問
題
は
な
い
か
。

答
弁　
予
約
型
の
乗
合
バ
ス
「
チ
ョ
イ
ソ

コ
た
く
」
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
佐
賀
唐
津
線
の
路
線
バ
ス
も
乗
り
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

千
北　
病
院
周
辺
の
民
間
に
お
け
る
土
地

開
発
状
況
は
。

答
弁　
一
部
に
お
い
て
、
民
間
開
発
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
く
わ
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
把
握
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

千
北　
医
療
関
連
事
業
者
に
、
市
と
し
て

補
助
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　
開
院
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、

周
辺
に
民
間
関
連
施
設
が
立
地
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
、
医
療

関
連
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
に
よ
る
企
業

誘
致
に
つ
い
て
、
雇
用
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
立
地
の
あ
っ
せ

ん
な
ど
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

千
北　
病
院
開
院
に
よ
る
周
辺
開
発
が
、

人
口
増
加
の
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
、
住

宅
開
発
な
ど
の
計
画
は
。

答
弁　
市
と
し
て
直
接
開
発
を
行
う
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
度
か
ら
定
住

政
策
の
一
環
と
し
て
、
民
間
事
業
者
に
宅

地
造
成
支
援
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
こ
う
い
っ
た
制
度
を
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
、
新
た
な
住
宅
団
地
を
民
間
の

事
業
者
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
。

千 北 政 利 議 員

公
立
佐
賀
中
央
病
院

周
辺
開
発
ど
う
す
る
の
？

多
久
市
立
病
院
跡
地
・
跡
施
設
に

つ
い
て

古
賀　
市
立
病
院
跡
地
・
跡
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
既
存
の
施
設
を
生
か
し
て
の
利

活
用
や
解
体
な
ど
の
手
法
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
お
り
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
意

見
や
提
案
も
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

古
賀　
提
案
の
内
容
は
。

答
弁　
県
内
農
産
物
品
な
ど
の
加
工
、

販
売
、
飲
食
が
で
き
る
施
設
、
健
康
食
材

な
ど
の
原
材
料
と
な
る
植
物
の
栽
培
や
加

工
、
販
売
を
行
う
施
設
な
ど
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
い

ず
れ
も
実
施
主
体
は
市
で
あ
り
提
案
者
は

運
営
に
参
画
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
施
設
整
備
な
ら
び
に
整
備
後
の
維
持

管
理
な
ど
に
つ
い
て
も
市
の
負
担
が
発
生

す
る
提
案
で
し
た
。

古
賀　
跡
地
の
利
活
用
と
し
て
、
道
の

駅
構
想
を
考
え
て
は
。

答
弁　
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
は
、
一

つ
の
案
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
振
興
や
財
政
負
担
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
市
と
し
て
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
案
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

買
い
物
支
援
に
つ
い
て

古
賀　
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
商
工
会
な
ど
で

業
務
シ
ス
テ
ム
化
し
て
補
助
は
で
き
な
い

か
。

答
弁　
佐
賀
県
地
域
商
業
活
性
化
支
援
事

業
の
買
物
弱
者
対
策
事
業
の
活
用
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

古 賀 公 彦 議 員

多
久
市
立
病
院
の
利
活
用
は

ど
う
な
る
の
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一般質問

0
歳
児
か
ら
2
歳
児
ま
で
の
保
育

料
無
償
化
に
つ
い
て

坂
口　
第
2
子
以
降
の
保
育
料
が
無
償
化

さ
れ
る
が
な
ぜ
第
2
子
以
降
な
の
か
。

答
弁　
将
来
展
望
人
口
の
達
成
に
む
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

1
・
5２
か
ら
２
・
０7
に
向
上
し
、
ま
た
子

育
て
費
用
の
軽
減
を
望
む
声
に
応
え
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
整

え
る
た
め
で
す
。

坂
口　
多
久
市
に
他
の
市
町
か
ら
通
わ
れ

て
い
る
園
児
の
人
数
は
。

答
弁　
７
９
６
人
の
園
児
の
内
２
１
７

人
。
０
歳
か
ら
２
歳
の
市
外
か
ら
通
っ
て

い
る
園
児
は
99
人
で
す
。

坂
口　
無
償
化
の
対
象
は
多
久
市
在
住
と

な
っ
て
い
る
が
、
他
の
市
町
か
ら
子
ど
も

を
預
け
て
い
る
人
へ
定
住
を
促
す
支
援
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
多
久
市
を
移
住
先
と
し
て
優
先
的

に
選
択
し
て
頂
き
、
定
住
支
援
に
繋
が
る

と
考
え
ま
す
。

坂
口　
第
2
子
が
生
ま
れ
た
頃
に
は
す
で

に
他
の
所
に
家
を
建
て
て
し
ま
っ
て
い

る
。
多
久
市
内
に
家
を
建
て
子
育
て
を
す

る
若
い
世
代
が
増
え
る
よ
う
第
1
子
か
ら

の
保
育
料
無
償
化
の
考
え
は
。

答
弁　
市
の
負
担
が
増
え
ま
す
。し
か
し
、

子
育
て
世
帯
の
支
援
と
定
住
に
つ
な
が
っ

て
行
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
研
究
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

坂
口　
多
久
市
を
持
続
可
能
な
市
と
す
る

た
め
に
も
人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
は
何

よ
り
も
優
先
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 坂 口 絹 代 議 員

県
内
初
！
保
育
料
無
償
化

観
光
に
つ
い
て

廣
橋　
多
久
市
の
観
光
客
の
総
数
は
。

答
弁　
令
和
5
年
は
４5
万
人
で
す
。

廣
橋　
観
光
の
Ｐ
Ｒ
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
な
ど
を
使
っ
て
み
て
は
。

答
弁　
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

廣
橋　
多
久
聖
廟
の
周
辺
を
も
っ
と
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　
歴
史
や
文
化
や
自
然
な
ど
が
実

感
出
来
る
体
験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

廣
橋　
旅
行
の
要
素
は
見
る
、食
べ
る
、

遊
ぶ
、
買
う
と
言
わ
れ
る
が
、
多
久
聖
廟

周
辺
の
観
光
は
、
そ
の
要
素
が
あ
ま
り
に

も
少
な
過
ぎ
る
と
思
う
が
。

答
弁　
一
般
社
団
法
人
多
久
市
観
光
協

会
や
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
充

実
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

廣
橋　
多
久
に
は
53
篇
か
ら
成
る
孔
門

師
弟
成
績
図
絵
と
い
う
彩
色
で
孔
子
の
一

生
を
描
い
た
本
当
に
見
事
な
絵
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
陶
板
に
し
て
解
説
を
つ
け
れ

ば
、
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
に
な
る
が
。

答
弁　
協
議
し
、
研
究
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

市
長
の
28
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

廣
橋　
今
回
の
官
製
談
合
で
職
員
が
逮

捕
さ
れ
た
。
28
年
間
と
い
う
あ
ま
り
に
長

い
在
任
の
結
果
、
市
政
の
緩
み
や
他
市
町

の
首
長
に
比
べ
著
し
く
多
い
東
京
出
張
な

ど
、
職
員
へ
の
任
せ
っ
き
り
と
い
う
管
理

不
足
の
結
果
と
も
言
え
る
と
思
う
が
。

答
弁　
緩
み
な
く
や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
私
自
身
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。 廣 橋 時 則 議 員

大
丈
夫
？
多
久
の
観
光
と
市
政

▲「孔門師弟成績図絵」
　多久市郷土資料館所蔵（柴藤行男氏寄贈）
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一般質問
公
共
施
設
の
現
状
と
今
後
の
計
画

に
つ
い
て

彌
冨　
現
施
設
の
利
用
の
現
状
、
実
態
を

現
実
的
に
と
ら
え
て
、
土
地
や
施
設
の
売

却
も
含
め
、
利
用
推
測
を
考
え
、
場
当
た

り
的
で
な
く
、
し
っ
か
り
し
た
利
用
計
画

を
提
案
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
提
案
も

参
考
に
し
て
、
売
却
、
賃
貸
も
選
択
肢
と

し
て
慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

彌
冨　
新
た
な
る
子
育
て
支
援
策
と
し
て

「
新
生
児
一
人
に
対
し
て
１
０
０
万
円
支

給
」。
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
を
集
中
し
て

活
用
し
、
出
産
や
新
生
児
へ
の
更
な
る
支

援
の
充
実
を
検
討
し
て
は
。

答
弁　
継
続
、
持
続
可
能
で
あ
る
か
に
つ

い
て
財
源
な
ど
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
政
に
つ
い
て

彌
冨　
市
長
の
出
張
内
容
を
市
民
が
分
か

る
よ
う
に
周
知
方
法
の
改
善
を
約
束
し
て

頂
き
た
い
。

答
弁　
今
後
は
、
分
か
り
や
す
く
す
る
工

夫
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

お
宝
赤
ち
ゃ
ん

一
人
に
１
０
０
万
円
支
給
を

彌 冨 博 幸 議 員

多
久
市
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

に
つ
い
て

尾
形　
令
和
４
年
３
月
策
定
の
多
久
市

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
進
捗
は
。

答
弁　
施
設
の
長
寿
命
化
を
基
本
と
し

つ
つ
、
居
住
環
境
の
質
的
改
善
も
考
慮
し

な
が
ら
改
修
工
事
を
進
め
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

尾
形　
現
在
改
修
中
の
砂
原
団
地
の
状

況
は
。

答
弁　
６
年
度
か
ら
改
修
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
す
が
、
解
体
作
業
中
に
シ
ロ
ア

リ
に
よ
る
被
害
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
シ

ロ
ア
リ
駆
除
を
優
先
し
、
改
修
工
事
を
一

時
中
断
し
て
い
ま
す
。
改
修
工
事
の
再
開

は
令
和
７
年
７
月
と
見
込
ん
で
お
り
、
令

和
９
年
度
に
事
業
完
了
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

尾
形　
砂
原
団
地
改
修
で
は
外
壁
改
修

や
ハ
ト
対
策
の
実
施
予
定
は
。

答
弁　
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

尾
形　
長
寿
命
化
計
画
で
は
建
替
え
の

予
定
は
な
い
が
、
必
要
で
は
。

答
弁　
本
計
画
を
見
直
す
際
に
は
十
分

な
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
建
替
え
も
含
め

た
見
直
し
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

尾
形　
見
直
し
の
際
、
低
層
階
で
の
建

替
え
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
低
層
階

を
希
望
さ
れ
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
の

で
、
本
計
画
を
見
直
す
際
に
は
低
層
階

へ
の
建
替
え
も
含
め
て
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

尾 形 武 史 議 員

ど
う
す
る
？

老
朽
化
が
進
む
公
営
住
宅
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一般質問

多
久
市
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

小
川　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
と
と
も
に
、

詐
欺
事
件
な
ど
も
増
加
し
て
い
る
。特
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
詐
欺
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

な
ど
の
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
問
題
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
対
応

す
る
窓
口
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
オ
ン
ラ
イ
ン
詐
欺
の
相
談
件
数
も

増
え
て
お
り
、
市
で
は
毎
週
月
曜
日
、
水

曜
日
、
木
曜
日
に
は
消
費
生
活
相
談
員
を

配
置
し
、
相
談
内
容
の
解
決
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
川　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通
信
や
端
末
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の

学
習
で
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
量
の
減
少

や
手
書
き
を
す
る
機
会
が
失
わ
れ
て
、
学

習
が
定
着
す
る
能
力
が
減
っ
て
い
る
と
も

聞
く
が
。

答
弁　
懸
念
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、

手
書
き
で
学
習
す
る
機
会
は
学
年
に
応
じ

て
適
切
に
設
定
を
し
て
お
り
、
漢
字
や
計

算
の
学
習
、
論
理
的
に
考
え
を
ま
と
め
て

文
章
に
し
て
表
す
と
き
に
は
ノ
ー
ト
や
プ

リ
ン
ト
を
使
っ
て
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

知
識
の
習
得
や
思
考
の
深
ま
り
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
多
様
な
学
習
場
面
を
設
定

し
て
、
今
後
も
個
に
応
じ
た
学
習
、
協
働

的
な
学
び
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
り
、

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
、
能
力
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小 川 三 郎 議 員

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

デ
ジ
タ
ル
詐
欺

道
路
な
ど
に
お
け
る
陥
没
に
つ
い
て

市
丸　
多
久
市
で
の
道
路
陥
没
事
故
の

発
生
状
況
は
。

答
弁　
国
道
・
県
道
・
市
道
に
お
い
て

近
年
道
路
陥
没
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
陥

没
に
よ
る
車
両
事
故
や
人
身
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

市
丸　
道
路
下
の
空
洞
調
査
の
状
況
は
。

答
弁　
国
道
や
県
道
は
、
過
去
の
空
洞

確
認
の
実
態
や
、
地
下
の
埋
設
物
の
状
況

に
よ
っ
て
空
洞
探
査
車
を
用
い
て
調
査
を

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
道
に
つ
い
て

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
丸　
多
久
市
で
下
水
道
管
破
損
に
よ

る
陥
没
が
発
生
す
る
可
能
性
は
。

答
弁　
埼
玉
県
の
事
故
は
、
４２
年
経
過

し
た
地
下
約
１０
メ
ー
ト
ル
に
埋
設
さ
れ
た

内
径
４
・
75
メ
ー
ト
ル
の
下
水
道
管
で
し

た
。
一
方
、
多
久
市
の
下
水
道
管
は
最
大

で
内
径
０
・
8
メ
ー
ト
ル
、
経
過
年
数
は

古
い
と
こ
ろ
で
１9
年
ほ
ど
で
す
の
で
、
同

規
模
の
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
は
低
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
丸　
費
用
は
か
か
る
が
、
空
洞
調
査

を
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
行
う
考
え

は
な
い
の
か
。

答
弁　
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び

定
期
的
な
路
面
性
状
な
ど
の
調
査
で
路
面

の
異
常
や
状
態
を
確
認
し
、
こ
れ
を
徹
底

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
路
占
用
物
件
以

外
に
も
横
断
暗
渠
な
ど
の
埋
設
物
も
あ
り

ま
す
の
で
、
通
行
量
の
多
い
市
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、
空
洞
調
査
を
行
う
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
丸　
他
県
に
お
い
て
道
路
陥
没
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
担
保
す
る
た
め
に
、
市
道
な
ど
の

空
洞
調
査
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 市 丸 勝 義 議 員

多
久
の
道
路
は
安
全
で
す
か
？
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まちのひと
No.4－多久で見つけた－

あッ!

Ｑ.起業したキッカケは
Ａ.�IT企業で働いている時、子どもが生まれ、子どもと関
わる時間を大切にしたいとの思いから。

Ｑ.多久の好きな所
Ａ.�のんびりしていて余裕がある所、文教（歴史・芸術）に
力を入れられているところ。

Ｑ.多久市に望むこと
Ａ.�地方ならではの価値観を大切に。皆で町づくりに関わっ
ている実感がわくような仕組み・制度を作ってほしい。

Ｑ.更なる夢
Ａ.�地域の人が集える様な居場所を作りたい。

社　　名　MokuMoku
住　　所　多久市東多久町古賀3区
氏　　名　大石　浩平（39歳）
営業時間　10：00～17：30
定 休 日　不定休
電話番号　090-9727-0014
事業内容　�ウェブデザイン、システム、イラスト、

動画などパソコンで何でも作ります。
　地元のための仕事も
�� もっと頑張りたい　

一言メッセージ一言メッセージ

論語大学⑦

　かつて、私たちの郷土・多久は先人たちの努力により佐賀藩内はもちろん諸藩に先駆けて邑校・東原庠舎、そして聖廟を建立。こ
の地に「文教の里」を作り上げた。今一度、私たちは先人たちの血のにじむような努力を思い起こし、その実行に努めるべきではな
いでしょうか。その願いを込め、元学校長　故・不二見達朗氏が30数年前に多久市報に連載寄稿した論語解説を復刻するものです。

論語大学
について

「
徳
は
孤
な
ら
ず
」

　
論
語
の
中
で
は
比
較
的
よ
く

知
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。「
徳

を
積
め
ば
、
孤
立
す
る
こ
と
な

く
、
必
ず
、
よ
く
理
解
し
て
く

れ
る
友
人
、
知
己
が
で
て
く
る

も
の
だ
」
と
い
う
意
味
で
、
信

念
に
満
ち
た
言
葉
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
孔
子
は
自
分
の
直

接
の
弟
子
を
除
い
て
は
、
孔
子

の
説
く
徳
は
在
世
中
に
理
解
さ

れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
特
に
政

治
の
実
権
を
握
る
諸
国
の
王
に

は
容
認
さ
れ
ず
、
三
十
数
年
に

わ
た
る
悲
劇
的
な
放
浪
の
旅
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

い
か
に
、
有
徳
の
孔
子
で
は

あ
っ
て
も
、
い
や
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
弱
肉
強
食
の
戦
乱
に
明
け

暮
れ
る
春
秋
時
代
で
は
敬
遠
さ

れ
、
孤
立
し
た
。

　
戦
時
中
、
敵
国
に
対
す
る
道

徳
な
ど
説
い
て
も
非
国
民
扱
い

さ
れ
た
の
と
同
様
、
こ
れ
は
空

間
、
時
間
、
人
種
を
超
え
て
人

類
全
体
が
抱
え
る
迷
妄
の
姿
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
れ
を
正
そ
う
と
す
る
旗

が
必
要
と
い
え
る
。
こ
の
旗
が

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
も
社

会
も
底
知
れ
ぬ
泥
沼
に
落
ち
て

い
く
こ
と
か
ら
、
辛
う
じ
て
免

れ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
徳
、
す
な
わ
ち
「
人
類
の
意

志
に
最
も
敵
う
心
が
け
を
も
っ

て
行
動
す
る
人
格
」
は
、
長
い

人
類
の
歴
史
を
通
じ
て
必
ず
誰

か
が
求
め
て
、
つ
い
て
く
る
。

理
想
は
実
現
さ
れ
な
い
か
ら
と

言
っ
て
、
無
用
で
は
な
い
。
諸

行
は
無
常
で
あ
る
。
無
常
な
る

が
ゆ
え
に
、
無
常
で
な
い
永
遠

の
理
想
と
し
て
徳
の
実
現
が
人

間
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
囁
き

か
け
る
。

　
事
実
、
釈
迦
、
孔
子
、
キ
リ

ス
ト
…
こ
う
し
た
聖
人
と
呼
ば

れ
る
人
々
の
行
動
は
、
二
千
年

の
歴
史
の
中
で
ま
す
ま
す
、
光

芒
を
放
っ
て
い
く
。ま
さ
に「
徳

不
孤
、
必
有
隣
」
で
あ
る
。

▲

「
孔
門
師
弟
成
績
図
絵
」
　

多
久
市
郷
土
資
料
館
所
蔵

（
柴
藤
行
男
氏
寄
贈
）
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見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会だより 検 索


